早期認知症におけるウィスコンシンカード分類課題と脳灌流画像 by Takeda, Naoya
氏 名
授 与 し た 学 位
専攻分野の名称
学 位 授 与 番 号
学位授与の 日付
学位授与の要件
学 位 論 文 題 目











論 文 審 査 委 員 教授 阿部 康二 教授 大塚 頒子 准教授 浅沼 幹人








ルツハイマー病 31名､軽度認知機能障害 6名､前頭側頭型認知症 12名､血管性認
知症 9名､レビー小体型認知症 6名､精神疾患 2名､正常高齢者 11名)で､これら






論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､アルツハイマー病 (AD)を含む認知症疾患の早期において､
前頭葉機能障害とくに実行機能障害について､ウィスコンシンカード分類課題
(WCST)と簡易認知症スケール､脳血流sPECTT画像との関連で検討したものであ
るD岡山大学病院精神科もの忘れ外来を受診した77名 (AD31名､軽度認知機能
障害6名､前頭側頭葉型認知症12名､血管性認知知症9名､レビー 小体型認知症6
名､精神疾患2名､正常高齢者11名)を対象とし､WCSTや簡易認知機能テストMMSE,
FABと9Tc-ECD脳血流spECTを施行して検討した｡その結果､wcsTの達成カテゴリ
一致 (cA)は両側前頭葉とくに左中心前区域の脳血流と正の相関が見られ､
Nel･son型の保続性エラー数(PEN)は右視床区域の脳血流と負の相関が見られた0
本研究により早期認知症患者におけるWCSTのCAスコアとPENスコアは異なる神
経基盤による認知機能を反映している可能性が示唆されたO
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認めるO
